
……今村昌平監督、黒木和雄監督に続く、広島への原爆投下をテーマとした

佐々部清監督の名作がここに誕生！　昭和３３年の原爆スラムに住む、麻生久

美子演ずる薄幸の主人公皆実の生きザマに涙しない人はいないはず……。他

方、平成１９年の夏、５０回忌で広島を訪れた父親を追跡した被爆２世、田中麗

奈演ずる七波が見た、父親と祖母そして皆実おばさんたちのルーツとは

……？　あの名作『カーテンコール』（０４年）とはまた違う視点から見事な演

出をした佐々部清監督に拍手するとともに、今年の夏はこんな映画で涙して

ほしいものだが……。

 今村昌平、黒木和雄に続く佐々部清に注目！

　今年の夏は「あの戦争」を描くドキュメンタリー映画が豊作で、『ひめゆり』（０６

年）、『ヒロシマナガサキ』（０７年）、『TOKKO ―特攻―』（０７年）の３作が、大阪十三

にあるナナゲイこと第七藝術劇場で「今こそ、太平洋戦争の悲劇を現代に問う�」と

銘打って上映される。ドキュメンタリー映画もいいが、同じ時期に公開された佐々部

清監督の『夕凪の街　桜の国』は、三世代の家族の物語を紡ぐ中で、叙情性豊かに描

かれる原爆をテーマにした映画。

　１９４５年８月６日、広島に投下された原爆をテーマとした映画はたくさんあるが、

印象深いのは、黒木和雄監督の『TOMORROW／明日』（８８年）と『父と暮せば』

（０４年）、そして今村昌平監督の『黒い雨』（８９年）。なお、今年の夏はもう１つ、新藤

兼人監督が原作・脚本・証言をつとめた『陸に上がった軍艦』が公開される。９５歳に
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夕凪の街　桜の国
２００７（平成１９）年７月２９日鑑賞〈なんばパークスシネマ〉 ★★★★★

監督・脚本＝佐々部清／脚本＝国井桂／原作漫画＝こうの史代『夕凪の街　桜の国』（双葉
社刊）／『夕凪の街』の出演＝麻生久美子／吉沢悠／藤村志保／伊崎充則／小池里奈／『桜
の国』の出演＝田中麗奈／中越典子／金井勇太／堺正章／粟田麗／藤村志保（アートポート
配給／２００７年日本映画／１１８分）



なって、なおも今自分自身の体験を語っておかなければ、今作品にしておかなければ

と欲する新藤監督の意欲は大したものだが、残念ながら黒木和雄監督は昨年４月に、

今村昌平監督は昨年５月に亡くなってしまった。そんな時期に佐々部清監督の『夕凪

の街　桜の国』が製作され、今年の夏『ひめゆり』『ヒロシマナガサキ』『TOKKO－

特攻―』や『陸に上がった軍艦』とともに公開されるのは実にすばらしい。

　いつの時代でも、どんな社会でも世代交代はやむをえないもの。願わくば、今村昌

平、黒木和雄両監督が残した広島の原爆をテーマとした名作の系譜を佐々部清監督が

正当に継承されんことを……。

 佐々部監督が、すばらしい素材に、すばらしいチャレンジを！

　この映画の原作は、広島出身の漫画家こうの史代の漫画『夕凪の街　桜の国』。有

名な中沢啓治の『はだしのゲン』と違い、こうの史代は１９６８年生まれだから、被爆

体験のない世代。したがって、それまでは「原爆は体験のない者が踏み込んではいけ

ない領域」と思っていたが、編集者の求めに応じて「自分らしい形でならと執筆を決

意した」とのこと。２００７年７月２８日付読売新聞夕刊の「よみうり寸評」は、そんな

風に同日全国公開される『夕凪の街　桜の国』を紹介している。

　もちろん、映画は原作を多少いじっているが、基本枠は同じで、麻生久美子演ずる

『夕凪の街』の主役平野皆実は、小学生の時の被爆体験者。そして、終戦後１３年を経

た昭和３３年の夏、原爆スラムで母親フジミ（藤村志保）と共に生活している今２６歳の

女性。

　他方、田中麗奈演ずる『桜の国』の主役石川七波は、平成１９年夏の今２８歳の女性。

彼女は、皆実の弟の旭（伊崎充則）が原爆スラムの近所に住んでいた女性太田京花

（小池里奈、後の粟田麗）と結婚したことによって生まれた娘だ。被爆者である京花

は、七波とその弟で今は研修医となっている凪生（金井勇太）を生んでしばらくした

後、原爆症で死亡したから、ホントは被爆２世たちにもどこかにその恐怖心があるは

ず……？

　また、『夕凪の街』と『桜の国』の両者に共通して、昭和３３年から平成１９年までの

物語をつなぐのが、８３歳で亡くなった皆実の母親であり、七波の祖母であるフジミ。

　私の大好きな映画『カーテンコール』（０４年）をはじめとして、家族や人と人との

つながりをテーマにした映画づくりに定評のある佐々部監督が、こんなすばらしい素
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材にいかにチャレンジしているか、そしてどんな成果を挙げているか、十分味わって

もらいたいものだ。

 「映画女優」麻生久美子に拍手！

　麻生久美子は、『カンゾー先生』（９８年）で第２２回日本アカデミー賞最優秀助演女優

賞、第８回日本映画批評家大賞優秀新人賞などを受賞した、１９７８年生まれの女優。

そんな麻生久美子を佐々部清監督は『夕凪の街』編の主役として指名した。それはな

ぜ？　パンフレットによれば、それは第１に、後述の田中麗奈と同様麻生久美子も

「テレビタレントじゃなく映画女優」だから。つまり、「僕は映画女優さんと仕事をし

たいんです」というわけだ。そして第２に、佐々部監督は今ドキの若い子にはほとん

ど死語となっている形容詞である「凛とした」役者が好きだから。たしかにこの『夕

凪の街』では、映画女優麻生久美子の凛とした演技が冴えわたっているからそれに注

目を！

 麻生久美子 vs. 宮沢りえ

　『夕凪の街』での麻生久美子には２つのハイライトシーンがある。その第１は、大

きなアカシアの木の下で恋人の打越豊（吉沢悠）に対して、背中で妹の 翠 を死なせて
みどり

しまった皆実が「自分は幸せになったらいけんような気がする」と告白するシーン。

皆実のこの気持は、『父と暮せば』で宮沢りえ演ずるヒロイン美津江が、「私ひとりだ

けが生き残って申し訳ない」と告白する気持と全く同じもので、私たちはきっちりと

理解しなければならないもの。

　そして第２は、２６歳になって突然原爆症が発症し自分の死を悟った皆実が、弟の旭

と最後の話をするシーン。戦争中、水戸のおば夫婦の元へ疎開していた旭が、久しぶ

りに広島へ戻ってきたことによって、弟の旭と恋人の打越に見守られながら静かに息

を引き取っていく麻生久美子の演技力に、きっとあなたも涙するはずだ。

 「映画女優」田中麗奈にも拍手！

　他方、『夕凪の街　桜の国』の監督を引き受けることになった佐々部清監督が、最

初から「主演女優はこの人で！」と決めていたのが、１９８０年生まれの田中麗奈。女

性としてはえらくマユの濃いきつい顔立ち（？）だが、演技力は抜群で、使い方によ
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ってはすばらしい役割を果たしそうな素質をもった映画女優。彼女は、『幻遊伝』（０６

年）や『暗いところで待ち合わせ』（０６年）で、日台交流映画に出演しているが、別

に台湾寄りというわけではなく、中国本土でも好感度をキープしているはず……。狭

い日本の中に閉じこもる女優が多い中、彼女が中国語圏に積極的に進出しようとして

いる姿勢は評価されるし、『幻遊伝』を見ていると、そんな広い舞台に彼女の活躍の

場がありそうな気が……（『シネマルーム１２』１１５頁、１１７頁参照）。

　前述のように、麻生久美子には２つのハイライトシーンがあるが、『桜の国』での

田中麗奈は、元同級生の利根東子（中越典子）と一緒に、父親旭（堺正章）の後をつ

けていく広島への旅の中で、はじめて家族のさまざまな過去とその絆をたどっていく

という役柄だから、ここぞという見せどころが少なく、かなり難しい役。しかし、さ

すが演技派の田中麗奈はさまざまな表情でその役を演じきり、ラストにおける「この

ふたりを選んで生まれてこようと決めたのだ」というセリフに十分な説得力をもたせ

ることに成功！　そんな女優田中麗奈にも大拍手！

 同じ昭和３３年だが……？

　２００５年度の日本アカデミー賞で、主演女優賞だけは『北の零年』の吉永小百合に

譲ったものの、１２部門を受賞した映画が『ALWAYS　三丁目の夕日』だった。これ

は戦後復興を終え、日本が高度経済成長に向かおうとしていた昭和３３（１９５８）年の

東京の下町に住む人々を描いた傑作だった。そこで佐々部監督は、原作は昭和３０年と

設定されていたのに、『ALWAYS　三丁目の夕日』の向こうを張るかのように『夕凪

の街』もあえて同じ昭和３３年と設定した。もっとも、これはパンフレットを読むと、

自分の生まれた年だから計算しやすいという単純な理由とのこと……？

　それはともかく、東京タワーが建とうとしている東京の下町に住む鈴木文則・トモ

エ夫婦や茶川竜之介、石崎ヒロミらの生活は貧しいけれどもそれなりのレベルで、テ

レビや冷蔵庫までが到着して大騒ぎする状況だったが、被爆から１３年後の広島の昭和

３３年は……？　皆実が勤めている会社は古い木机ばかりだが、電話もあり、それなり

の機能性を備えているし、真っ白いワイシャツにネクタイ、スーツ姿の打越も、サラ

リーマンの仕事に定着している感じがいっぱい。また、近所の洋装店のワンピースが

高いからと皆実の母親フジミに同じようなワンピースをつくってもらって喜んでいる

同僚の女性を見ていると、女性のおしゃれもここまで華やかになってきたかという感
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じがありありと……。

　ところが、広島の中心街に見受けられるそんな高度経済成長へ向かう姿と対照的に、

皆実とフジミが住んでいるいわゆる原爆スラムとは……？　皆実がいつも白いブラウ

スとみすぼらしいスカート姿（？）で会社に通っているのは、一体ナゼ……？　また、

会社を出て河原を歩いて家に帰る皆実が、いつも途中で靴を脱ぎ、裸足で帰るのは一

体ナゼ……？　そして、玄関・台所・リビングルーム・寝室が１カ所にまとまったよ

うな（つまり異常に狭い）部屋の中で食事しようとした皆実とフジミが、突然雨が降

り出した時、まず第１にちゃぶ台を移動させたのは一体ナゼ……？　さらに夜眠る時、

皆実の額の上に落ちてきたものは一体ナニ……？　ちなみに驚いたのは、雨漏りする

屋根を修理するためハシゴをつたって屋根の上に上り、クギ打ち作業をしている皆実

は何とモンペ姿！

　去る７月２９日の参議院選挙で、安倍自民党が歴史的大敗を喫した原因の１つが、東

京と地方との格差問題だが、『ALWAYS　三丁目の夕日』と『夕凪の街』が描く昭和

３３年においても、東京と広島の格差は明らか。そして広島市内においても、中心部と

原爆スラムとの格差は明らか……。

　ちなみに、昭和２４年１月、松山市で生まれた私は、昭和３３年夏の時点では９歳だか

ら、小学校４年生の夏。私の家は松山市の中心市街地にあるが、その当時の私のまち

は……？　そして、私の家族と私の生活ぶりは……？　それを書くとあまりに長くな
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るので、それはいずれ機会があれば……。

 皆実の心の傷は……？

　昭和３３年の今、２６歳になっている皆実は、昭和２０年８月６日の原爆投下の日は小学

６年生。皆実はたまたま先生から言われて校舎のあるところに移動していたから直接

被害を受けなかったが、校庭にいた生徒たちは全滅。そして、大混乱の中やっと探し

当てた妹の翠は「熱いよ、熱いよ」と訴えるばかりだった。そんな翠を背中に背負い、

『夕焼け小焼け』を歌って聴かせながらあてもなく歩いていた皆実だったが、その背

中で遂に翠は息絶えることに……。そして、父親の天満も同時に失った皆実は、同じ

く奇跡的に生き残ったフジミと２人でひっそりと原爆スラムで生きてきたのだった。

　そんな皆実も、２６歳といえばお年頃。会社の同僚の打越から愛を告白されれば、そ

りゃうれしいのは当たり前。しかし、それを受け入れようとすると、皆実の頭の中に

は、あの時のあの声が、そしてあのシーンが……？

　アカシアの木の下で、皆実がそんな苦悩を打越に「どこかで、お前の住む世界はそ

っちじゃないという声がする……。うちは、この世におってもええんじゃろうか？」

と告白し、打越が「生きとってくれて、ありがとうな」とやさしく皆実を抱きしめる

シーンは、脚本が７頁にも及ぶ長丁場だったとのこと。こんな感動的な場面を観れば、

きっとあなたも涙するはずだし、あの戦争をそしてあの原爆を知らない世代も、きっ

と何らかの形で心を揺り動かされるはず……。

 堺正章はどこへ……？

　「ザ・スパイダース」で一世を風靡した堺正章も、１９４６年生まれだから遂に還暦を

超えたが、お正月恒例のかくし芸大会はもとより司会業、俳優業に大活躍。まさに団

塊世代のお手本だ。

　そんな堺正章が扮する平成１９年夏の石川旭は、２８歳の長女七波から最近ボケたので

はないかと心配されていた。というのは、最近えらく電話代がかさんでいるうえ、夜

な夜な徘徊している感じだから……。そこで、今日も夜遅く１人リュックを背負い帽

子を被って、自転車に乗って出かけていった父親の後をつけてみると……。

　たまたま駅でキップを買っている父親を電柱の陰で見張っていた七波に声をかけた

のが、久しぶりに会った小学校の同級生の東子。そして、なぜか東子も七波と一緒に
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「探偵ごっこ」につき合ってくれることに。旭が電車に乗って向かっていったのは、

私も最近月１回、東京での役員会に出席するたびに通っている八重洲中央口にある長

距離バス乗り場。旭の行き先は夜行バスによる広島というわけだ。

　七波と東子の探偵ごっこは、ここまできたらトコトン行こうぜとばかりに、父親に

隠れて同じバスの中へ……。さて、旭は子供たちに黙ってなぜ１人で広島へ……？

 七波と東子は何を学ぶことに……？

　佐々部監督が描く、七波と東子による旭追跡のための広島行きは、堺正章のひょう

ひょうとした名演技もあって、どこかコミカルで笑いを誘うもの。旭が訪れ、肩を抱

き合っている女性は、ひょっとして母親以外にいた彼女……？　また、訪れたお寺と

お墓をたどっていくと、そこには祖母フジミや伯母翠、そして伯母皆実の死亡年月日

が刻まれていたが、そこで当然七波の胸には、なぜ私はこれまで１度もここに来てい

ないという疑問が……？　そして原爆ドームに近いある場所で、１本の木をいとおし

そうにかき抱く旭を不思議そうに見守る七波。そこには七波の知らない老人が現れ、

２人は男同士で抱き合っていた。この老人は一体誰……？

　他方、久しぶりに会ったにもかかわらず、えらく気軽に広島まで七波と行動を共に

した東子も、実は大きな悩みを抱えていた。それは七波の弟凪生から一通の別れの手

紙を受け取っていたため。凪生がそんな手紙を書いたのは一体ナゼ……？　また、そ

んな悩みを抱えたまま、一見気楽そうに広島までの探偵ごっこにつき合ったのはナゼ

……？　そして東子が、「せっかくだから行ってみるわ」と言って訪れた広島平和記

念資料館で彼女が見たものは……？

　女同士の広島への旅は笑いあり涙あり、そして突然気分が悪くなった東子の気分を

鎮めるための、女２人でのラブホテル行きありの充実感いっぱいのものに……。これ

によって、先祖のルーツをたどった七波は一体何を学び、別れの手紙を受け取ってい

た東子は、資料館を見学したことによって一体何を学ぶことになったのだろうか

……？

　佐々部監督の見事な演出をタップリと楽しみ、かつ感動してもらいたいものだ。

 ３つの恋愛模様もしっかりと……

　この映画は、母親平野フジミとその娘皆実を中心とした『夕凪の街』、そして皆実
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の弟石川旭とその娘七波を中心とした『桜の国』の２つの物語をつなぎながら、原爆

の悲劇と家族の絆を描くもの。しかし、佐々部監督は、そこに３つの恋愛模様をうま

く取り入れた。

　まず第１の『夕凪の街』における打越と皆実の恋愛模様は、いかにも終戦から１３年

後という雰囲気。すなわち、まだ公然と自由恋愛が広まっていない地方都市における、

内気な青年と原爆による心の痛手を背負った女性との恋愛という薫りがいっぱいで、

何とも微笑ましいもの。

　第２の『桜の国』における七波の弟凪生と彼が勤めている病院の看護師東子との恋

愛模様は、いかにも現代的……？

　そして第３に、もう１つ忘れてはならないのは、旭と京花の恋愛模様。結果的に、

旭と京花が結婚したことによって七波と凪生が生まれたわけだが、京花はフジミや皆

実と同じく被爆体験者。したがって、いつ皆実のように原爆症の症状が出てくるかわ

からない身体。したがって、京花を嫁さんにしたいと言う旭に対して、フジミが京花

のことを気に入りながらも、「あんた、被爆者と結婚する気ね？」と嘆くシーンは、

いかにも哀れ……。こんな３つの恋愛模様もしっかりと……。

 資料館のあの絵が、この絵が……

　私は、２００６年１０月と２００７年１月に広島の原爆ドームや広島平和記念公園そして広

島平和記念資料館を訪れた。被爆直後の広島市内の状況や生々しい被害の実態を展示

した各種資料は驚きの連続で、タップリ１時間かけた見学は充足感いっぱい。

　資料館の見学が終わり帰り道となる通路を歩いていると、左側は一面平和公園を見

下ろすガラス張りとなっているが、右側には小学生たちが描いた絵がたくさん掲げら

れている。その多くは、被爆直後、熱い、熱いと叫びながら水を求め、やむなく太田

川に飛び込んだ人たちの絵。この資料館を訪れた人なら、誰しも強く印象に残ってい

る絵のはずだ。

　佐々部監督は原爆の悲惨さを伝えるについて、こんな絵や写真をうまく活用してい

るから、この映画でそれを見た人でまだ平和記念資料館を訪れたことのない人は、是

非この機会に行ってもらいたいものだ。

 ２００７（平成１９）年７月３１日記 
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